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　アウトリーチという，やや聞き慣れない日本語が，
日本の科学の分野でよく聞かれるようになってきたの
は，私の記憶では1990年代後半くらいではないかと
思う．
　アウトリーチ（outreach）という言葉は，もともと
reach outという意味の方が自然で，これは，ただ待
っているだけではなく，こちらから出て行くという形
の意味である（手を伸ばす，という意味合いが近い）．
特に，例えば地域における重要な事柄の合意形成（公
共事業など）や，福祉分野などで実際に地域に出て支
援活動を行うことなどがアウトリーチの本来の使われ
方である．
　広報とアウトリーチの違いはなかなか難しいが，例
えば中須賀・川島[1]の考え方によれば，時間軸によ
って整理できるものである．広報は，ある特定の事柄
についてすぐに伝え反応を得る（報道などにも関連す
る），比較的タイムスパンの短い活動であるが，アウ
トリーチはもう少し長い，数日～数ヶ月の単位での活
動となる（講演などもアウトリーチではあるが，その
準備期間や周知などの期間を考えると数ヶ月単位の活
動とみてよいだろう）．その分，よりじっくりと地域，
あるいは市民に溶け込むことが活動として前提となる．
さらにこのスパンが長くなってくると教育ということ
になり，こちらは数ヶ月，数年という単位をかけてい
くことになる．広報，アウトリーチ，教育は，このよ
うな形で密接につながっているのである．
　科学分野におけるアウトリーチがとりわけ注目され
てきた1990年代には，いくつかの契機となる事柄が
存在している．

　まず，巨大科学が一般的になってきたことが挙げら
れる．超大型の粒子加速器，大規模な遺伝子解読計画，
そして我々の分野であれば月・惑星探査．いずれも数
百億～数千億の費用を必要とする巨大プロジェクトで
ある．このような巨大科学には巨大な税金が投じられ，
往々にしてその使われ方は従来の科学に比べて見えに
くい．必然的に市民がその使途についての説明を要求
することも出てくる．あるいは市民の代表としての議
員からの説明を要求されることもある．そのためには
実際に計画に関わる科学者が市民の前に立ち，説明を
行うことが求められるようになってきた．専門的な事
項が多い科学技術の分野においては，専門的な説明を
行えるのはやはり科学者に限られるのである．
　もう1つはインターネットの普及である．インター
ネットにより情報の双方向の流通が担保され，ありと
あらゆる種類の情報へ瞬時かつ簡単に誰もがアクセス
できるようになった．市民に対してこれまで与えられ
る一方であった情報が，市民側からの発信も可能とな
ったばかりか，市民が政策や社会の意志決定に対して
より強力・直接的な影響力を持つようになった．ブロ
グやソーシャルメディアという形で，これらの発信力・
影響力はますます強化されている．さらに巨大科学に
携わる科学者自身も情報発信の担い手となることがで
きるようになり，新たな広報・アウトリーチの手段と
なっている一方，その発信方法や内容は日々競争や批
評の対象となり，科学者は本来の研究という業務以外
にも情報発信という大きな仕事を背負い込むようにな
ってきている．
　いまや広報・アウトリーチは分野間での競争の感を
呈しており，各分野が，より魅力的なコンテンツ，よ
り魅力的なキーワード，より魅力的な素材を求めて，
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いろいろな媒体を通した対外情報発信を実施している．
それは，情報の浸透，すなわち市民による活動の理解
が施策予算の獲得に直結していることを誰もが理解し
たからであり，巨大科学においては，予算の確保こそ
がそのミッションの死命を制することが明らかだから
である．
　惑星科学や惑星探査は，そういった点では広報・ア
ウトリーチ活動では他分野に比べて一歩リードしてい
るところがある．それは，宇宙という，一般の人がな
じみやすい素材を対象にしていること，実施する諸機
関が広報・アウトリーチ活動に古くから熱心に取り組
んできていたこと，また，中にいる科学者や関係者も
そのような活動に習熟し，また熱心に取り組んできて
いることが理由として挙げられるだろう．
　ただ，惑星科学の広報・アウトリーチが総じて受け
入れられやすい情報ばかりかというとそうでもない．
難解な用語や複雑な科学理論は適切にかつ正確にわか
りやすい表現に変換して伝えていく必要がある．探査
においては，例えば探査が失敗した場合の危機広報と
いう観点も考慮に入れなければならない．最新の情報
を公表する場合も，関連する諸機関の意向に十分に配
慮する一方で，世の中からのなるべく多くの情報の公
開を求める要望も取り入れなければならない．
　何よりもやはり他分野の追い上げが大きく，常に競
争にさらされている環境下で，惑星科学や惑星探査の
広報・アウトリーチ活動を「これでもう十分，やらな
くてよい」というふうにはいうことはできない．広報・
アウトリーチ活動は常に行い，常に成長する必要があ
る領域なのである．
　今回の広報・アウトリーチ特集では，実際に惑星科
学や惑星探査のアウトリーチに携わってきた方々によ
る貴重な論文が多数寄稿された．これらの成果や意見
は1つ1つが大変貴重であると同時に，また人々が惑
星科学や惑星探査のどのような点に関心を持ち，ある
いはどのような工夫をすれば人々の興味を引きつけら
れるか，という，アウトリーチの根源的な部分に大き
な示唆を与えるものである．いますぐにでも活用でき
るノウハウとしての側面も大きいだろう．
　ただ私は，これらの経験は次の段階に活かすべきだ
と考えている．
　これまでの広報・アウトリーチは，良くも悪くも，
そういった面に適する資質を持った人材の半ばボラン

ティア的な活動で進められてきた．その影響もあり，
このような活動はサイドジョブ，ボランティア的な仕
事であると認識している人は現在でも少なくないよう
に見受けられる．
　広報・アウトリーチはミッションや対象，タイムス
パンなどによって手法も様々である一方，例えば話し
方や展示パネルのフォントデザイン，表示の仕方とい
った，非常に細かい点が影響を与えるという点で，な
かなか一般化しにくい側面があることは否定できない．
しかしだからといって，いつまでもできる人に頼って
いたのでは，広報・アウトリーチの裾野を広げていく
ことはいつになってもかなわないといえるだろう．
　有効であった広報・アウトリーチ手法の中からその
ポイントになった点を抽出する，ウェブのログやアン
ケートなどから抽出された人々の関心を見極めていく
中で，今後重点的にアプローチすべきポイントやター
ゲットを認識する．このような科学的方法論が今後の
広報・アウトリーチには必要とされている．
　私自身，いずれ広報・アウトリーチ自身は科学，あ
るいは技術的な方法論が確立されていくべきだと考え
ている．そしてそのような理論を確立できる分野とし
て，この惑星科学や惑星探査の分野は非常に有望だと
思っている．長年の経験と豊富な実績は実証グラウン
ドとしてふさわしいものであり，一方では「はやぶさ」
帰還後のブームに代表されるように，人々の関心が非
常に高い分野だからである．
　修士や博士を出た若い研究者たちがこういった理論
を身につけ，自らの研究や興味を人々により広く伝え
られるようになれば，それはやがては惑星科学，惑星
探査を救う重要な鍵になってくるのではないだろうか．

「惑星科学科アウトリーチ学講座」があってもおかし
いことはないのである．
　繰り返しになるが，いまや広報・アウトリーチは競
争である．例え民間資金による惑星探査が始まったと
して，今度は投資家や株主への説明責任という形でよ
り効果的な広報・アウトリーチが求められることにな
る．小規模の研究であっても，博士号を取りたての若
手科学者であっても，広報・アウトリーチの観点と無
縁ではいられないのである．
　本特集を通して，読者の皆様方がいま一度広報・ア
ウトリーチの重要性を認識した上で，そのような活動
へより一層の支援，参加をしていただくことを，今回
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特集に携わった身として強く願うものである．
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